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㈱ジェムコ日本経営高橋 功吉

コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

＜執筆者プロフィール＞   

　大手家電メーカーにて、海外経営責任者などの要職を歴任後、ジェムコ日本

経営に入社。2007 年執行役員、2011 年取締役、2015 年 6 月より現職。上場

企業経営トップおよびボードメンバーへの顧問型経営支援をはじめ、グローバ

ル戦略の構築から、製造現場の現場力向上、品質革新など、経営全般にわたり幅広く活躍している。

実践に裏打ちされた「わかりやすい」コンサルティングが身上。「ものづくり経営入門」（日経

BP）他、雑誌や媒体への執筆、講演も多い。

　主な資格は、ICMCI（国際公認経営コンサルティング協会）認定コンサルタント、公益社団法

人全日本能率連盟認定マスターマネジメントコンサルタント、経済産業大臣登録中小企業診断士

㈱ジェムコ日本経営   /   常務理事 グローバル事業担当

高橋 功吉（たかはし こうきち）

第251回 何のための週報なのか

週報や月報の目的
  海外拠点に対して、週報や月報などで本社へ報告を義務付けている企

業は多い。これらの様式は各社でマチマチだ。KPI が決められていて、そ

れらの数値と未達の場合のみ、対策を記入する様式もあれば、その週や

その月にあったことを自由に記入して報告するようにというところも

ある。また、日本国内でも同様な報告を各部門に求めている企業もある。

  ところで、これらの週報や月報は、どれだけ有効に機能しているだろ

うか。

  もともとの意図を聞いてみると、計画通り推進するために、管理すべ

きことを週報や月報に記載することで、それらを確認して推進してもら

うためという企業が多い。利益や資金の状況、また、その裏付けとなる管

理すべき事項を計画と対比して報告・確認しているのはそのためだ。ま

た、様式を決めていない企業では、その週やその月に入手した経営的に

注意すべき情報を入手したいという意図のある企業もある。

予想以上に苦労している報告者
  ところが、報告する側に聞くと、週報や月報は経営トップが見ること

が多いので、できるだけトップの意向にあうように書かないと、色々と

指摘されるので大変なのですと言われる方がある。たかが週報や月報と

言ってしまえばそれまでなのだが、皆さん、結構苦労されている方が多

いということだ。

週報を書くのが仕事？
  ところで、このような中で気になるのは、もともとの週報や月報の目

的はどこにいったのだという例が散見されることだ。

  それは、週報を書くのが仕事になってしまっているではないかという

ことだ。週報に書くためのネタ探しばかりをずっとやっているというよ

うなことでは話しにならない。そんなネタ探しをやっている時間がある

のであれば、少しでも現場に出で、不良を低減するなり、歩留まりを改善

するなり、販売拡大に向けた取り組みをするなりした方が余程経営数値

に結び付くのではないかと言いたくなるような例だ。

  同様に読むほうも大変だ。皆さんの力作 ?　とも言える週報や月報に

目を通すだけでも多大な時間がかかる。本当に必要な情報だけが書かれ

た週報や月報であれば、読む方も時間はかからずポイントを把握でき

る。何より問題なのは、本当に緊急を要するものが何かが、すぐにわから

ないのでは話にならない。

  真に報告が必要なものだけが報告されればよいのだ。

目的は何なのか？
付加価値を生むことに時間を使う
  実は、各企業には、このような目的は何なのというものが意外に多い。

過去からやっているので当たり前になっている資料作りや行事なども

そうだ。同じ時間をかけるのであれば、付加価値を生むことに使うべき

だ。報告のための資料作りは付加価値を生むだろうか。すでに皆がわ

【第9面に続く】
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かっていることを、わざわざ会議を開いて話しをする必要があるだろう

か。皆が知恵を出し合うアイデア会議であれば、一つのアイデアや意見

からさらにアイデアが膨らんでいくなどで、価値が生み出せるが、単に

聞いているだけという会議ならそのようなスタイルをとる必要はない。

  今回は、わかりやすい事例として週報を例に述べたが、色々な報告を

求められたり、本社部門から指示がきて資料の提出を指示されることは

多い。しかし、何のためのものかが明確になっているだろうか。今一度、

ゼロ発想で見直してみてはどうだろうか。

【第8面から続く】

広告記事

Tokyo2020 オリンピック観戦はJTBへ　
JTB タイランドは、タイ国における唯一の公式チケット販売

代理店です。JTB タイランド法人営業部では、Tokyo2020 オリンピック観戦

チケットを含む招待旅行等のご相談を、経験豊富な営業担当者が承ります。

また、個人のお客様向けには、宿泊付観戦チケットをオンラインにて販売し

ております。ご購入希望のお客様は弊社 HP よりご購入ください。

バンコク支店  法人営業部　E-MAIL : bkk_corp.th@jtbap.com
個人のお客様向け　宿泊付観戦チケット ：https://www.jtbthailand.com/th/home/  

出所：BOI2020年1月認可(全121件－日系15件) 出所：BOI2020年1月認可(全121件－日系15件)
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Sriracha District, Chonburi

Ploenchit Tower, Bangkok

Sriracha District, Chonburi

Uthai District, Ayutthaya

Muang District, Nakornratchasrima

Amata City Industry Park, Chonburi

Muang District, Nakornratchasrima

Sriracha District, Chonburi

Laksi District, Bangkok

Bangpa-In District, Ayutthaya

Pluangdang District, Rayong

Ital-thai Tower 26th Floor, Bangkok

Panthong District, Chonburi

Muang District, Prathumthani

Prapladang District, Samutprakarn

自動車用電子安定性制御（ESC)製造
貿易 /投資支援

最新のシステムを備えた物流センター
バッテリー式電気自動車
エンジン用ピストン製造

機械部品製造
鋳鉄部品製造
自動車部品製造

圧縮バイオマス固形燃料製造
電磁製品製造
コピー機製造
工業団地
電気めっき

マグネシウム部品製造
プラグインハイブリッド車

日本
日本・タイ
日本・タイ
日本・タイ
日本
日本

日本・タイ
日本

日本・タイ
日本
日本

日本・タイ
日本・タイ
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日本・タイ

事業内容

http://www.cogaku.tokyo/tobeEX/tobe_1.html
http://www.cogaku.tokyo/tobeMT/tobe_mt1.html



